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初級【ソーシャル・スキル・トレーニング１１ 自分を大切にする方法】

１ プログラム名 「自分を大切にする方法」

２ 指導のねらい

不当な要求に対しては、自分を守ることが第一である。ここでは、不当な要求に対して、勇気

を振り絞って拒否する方法を体験させ、実際の生活場面でスキルを発揮できるようにさせたい。

３ 獲得目標とするスキル

①相手の目を見る。 ②落ち着くための自己会話ができる。

③勇気をためる自己会話ができる。 ④意志をはっきり口に出して言う。

４ 展開

場面 時間教師の発問（○ ・指示（●） 児童の反応・行動 留意点）

●ある人から先生のところに手紙が２通届きまし ・自分にとって嫌な頼み事もあ ・人に頼まれた時 「引きイ 、

た。このクラスではありません。仮にＡ君とし る。 受けるか 「断るか」をン 」

ましょう。一通目を読みます。 ・都合の悪いときもある。 自分の意志で決めなけス

●Ａ君はＢ君から嫌なことを頼まれているようで ・手紙を書く。 ればならないことに気ト

す。しかし、Ｂ君は、とても強引なので、断れ 付かせる。ラ

10ク ないでいるようです。これからＡ君はどうした

らよいか手紙でアドバイスしてあげてくださシ

い。ョ

。ン ●書けましたか。もう一度書いた手紙を読み返し ・自分で書いた手紙を確認する

てください。

●それでは、手紙を読んでもらいます。 ・手紙を読む。 ・何人かに手紙を読ませ

て要点をまとめ、板書

●よくないことを押しつけられたときには 「そ する。、

んなことはできない」と相手に伝えることが大

切ですね。

モ ●それでは、実際の場面でやってみます。 ・モデリングを見る。 ・はっきり断れる子を指

デ 名する。

リ ○見ていたみなさんは、どんな感想をもちました ・Ｂ君役の教師は拒否を

15ン か。 受け入れる結末にする。

グ ●実際に断るというのは難しいですね。断るとき

には勇気がいります。その時に「落ち着いて」 ・断り方のポイントを確認す ・意見を3つの観点にまと

「リラックスしろ」と自分に言い聞かせ、落ち る めて板書し、出ない観。
着くための自己会話 「大丈夫、断れる 「相手 ①相手を見る 点については、教師が、 」

の目を見て」など勇気をためる自己会話が考え ②自己会話をする 提示する。

られます。自分には、どれが必要かよく考えて 落ち着く、勇気を出す ・自分に言い聞かせる自

ください。 ③はっきりと断る 己会話を確認させる。

●では、２通目を読みます。みなさんは、先ほど ・声をだして、読む。 ・相手のことも考えなが

リ 確認したポイントをもとに、友だちにアドバイ ら、はっきりと自分の

ハ スしてあげてください。 意志を伝える大事さを

15│ ●手紙を書きましょう。 ・手紙を書く。 確認する。

サ ○何人かの人に発表してもらいましょう。 ・発表する。 ・役割演技であることを

ル ●見ている人も自分で自己会話しながら、見てい 確認して実演する。

てください。

○今日の学習の感想を発表してください。 ・感想を発表する。 ・時間があれば班全員の

フ ●断るべき時には、しっかり自分の意志を伝え、 感想を発表できるとよ

ィ 自分を大切にすることが大切です。勇気を出せ いが、できない場合に

│ るように今日の学習を思い出してみてくださ は代表者でもよい。

５ド い。

バ

ッ

ク

５ その他

自分が嫌なことはきっぱりと拒否をすることが、自己の身を守る方法にもなることを学ばせる

機会としたい。

板書例

「相手を見る 「自己会話をする 「はっきりと断る」」 」

工夫のポイント
どうしたら強引な相

手に対して断ることが
できるのか、問題意識
をもたせる。

工夫のポイント
日常生活の中でも、自分を

落ち着かせたり、自分に勇気
をためる自己会話を繰り返し
練習し、定着化を図る。
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初級【ソーシャル・スキル・トレーニング１１ 自分を大切にする方法ワークシート】

年 組 氏名

ケース１

◆ Ａ君からの手紙

Ｂ君は、ぼくの家の近くに住んでいます。だから、学校から、よくいっしょに帰ります。

半年前、Ｂ君は、足の骨を折ってしまったため、松葉づえを使うことになりました。
ほね ま つ ば

松葉づえでランドセルを背負うのはたいへんです。だから、ぼくはB君のランドセルをも
せ お

ってあげることにしました。そのときは、Ｂ君もとてもよろこんでくれました。

しかし、Ｂ君は、足がなおっても、ぼくにランドセルをもってくれといいます。ぼくが

ことわろうとすると 「なんで、おれのをもってくれないんだよ 」とどなってくるのです。、 。

ぼくは、こわくてしかたなくもってあげることにしました。いつも、もたされるので、一度

いやな顔をすると、なぐられそうになりました。それ以来、ぼくは毎日、ランドセルをもっ
い ら い

ています。ぼくは、学校に行くのがいやになっています。どうしたらいいでしょうか。

◆ Ａ君への手紙

ケース２

◆ Ｃ君からの手紙

Ｄ君は クラスで一番背が高く 運動も得意です Ｄ君が ぼくの近くにくるといつも プ、 、 。 、 「
と く い

ロレスごっこやろう」といって、首をしめたり、腕をねじったりします。息ができなくなっ
うで

たこともありましたが 「大丈夫、遊びだから」と笑っていってしまいました。、
だいじょうふ わら

いつだったか、とびげりをされたこともあります。そのときには、腰に大きなあざができ
こし

てしまいました。そのときも「何で、しっかりよけないんだよ。よけない方が悪い」といっ

て、笑っていました。ぼくは 「やめてくれ」といいたいのですが、顔を見るとこわくてい、

えません。また、もしもそんなことをいったら、もっと技をかけられるかもしれないし、た
わざ

たかれるかもしれません。どうしたらいいでしょう。

◆ Ｃ君への手紙
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初級【ソーシャル・スキル・トレーニング１１ 自分を大切にする方法ワークシート】

年 組 氏名

場 面

１ 場面
ば め ん

＜ケース１＞

A君から、B君のことでこまっているという手紙がとどく。

クラスの子どもからの手紙でアドバイスをもらい、勇気を出してことわる場面。
ゆ う き

２ 役割設定
やくわりせってい

・Ａ君：Ｂ君からランドセルをもたされつづけ、学校に行くのがいやになっているが、

アドバイスをもらったことで勇気を出し、Ｂ君にことわる子ども

・Ｂ君： 教師が行う）Ａ君にランドセルをもたせ、ことわられるとどなる子ども（

３ 役割演技の流れ
やくわりえんぎ

・Ａ君は下のように自己会話【 】をしながら、Ｂ君にはっきりとことわる。
じ こ か い わ

Ｂ君（教師 「今日も、ランドセルもってくれよな 」） 。

Ａ君（児童 【落ちついて、落ちついて 「ぼくは、もちたくないんだよ 」） 】 。

Ｂ君（教師 「何だよ、いつももってくれるじゃないかよ 」） 。

Ａ君（児童 【大丈夫、大丈夫 「Ｂ君のけがはなおったんだから、自分でもちなよ 」） 】 。
だいじょうふ

Ｂ君（教師 「いいだろ。もてよ！」）

（ ）【 、 】「 、 。」Ａ君 児童 相手の目を見て 君ならことわれるぞ もう こんなことはしたくないよ

Ｂ君（教師 「わかったよ…」）

＊Ｂ君役の教師は、拒否を受け入れる結末にする。
き ょ ひ けつまつ

自己会話とは 心の中で自分に言い聞かせること★

いやなことをされたり、らんぼうされそうになった

りしたとき、やめてほしいというのは、とても勇気の

いること。相手のことがこわいかもしれない。そうい

うとき、自分で自分をはげまします。

勇気をためる自己会話

「君ならしっかりことわれる」

「ゆっくり、言おう」

「相手の目を見て」

「大きな声で言おう」

落ちつくための自己会話

「落ちついて」

「リラックスしよう」

「大丈夫だよ」
だいじょうふ


